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全
国
市
議
会
議
長
会

（
会
長
�
五
本
幸
正
・
富

山
市
議
会
議
長
）
は
１１
月

１８
日
に
東
京
で
第
８７
回
評

議
員
会
を
開
き
、「
地
方
分

権
改
革
の
推
進
に
関
す
る

決
議
」
な
ど
２０
事
項
に
及

ぶ
要
望
を
採
択
し
た
�
２

面
に
議
決
事
項
掲
載
。

同
決
議
を
採
択
し
た
背

景
に
は
、
地
方
分
権
改
革

推
進
委
員
会
が
１１
月
９
日
、
分
権

委
と
し
て
最
後
と
な
る
第
４
次
勧

告
を
取
り
ま
と
め
た
こ
と
が
一
因

に
あ
る
。
分
権
委
で
は
平
成
１９
年

４
月
以
来
、
４
次
に
わ
た
る
勧
告

を
政
府
へ
実
施
し
、
「
地
方
自
治

体
」
か
ら
「
地
方
政
府
」
へ
の
脱

皮
を
目
指
し
、
汗
を
か
い
て
き
た
。

分
権
委
の
勧
告
を
受
け
、
政
府

は
年
明
け
の
通
常
国
会
へ
「
新
地

方
分
権
一
括
法
（
仮
称
）
」
を
提

出
す
る
こ
と
と
な
る
。
評
議
員
会

に
先
立
ち
１１
月
１１
日
、
本
会
の
地

方
分
権
改
革
・
道
州
制
調
査
特
別

委
員
会
（
委
員
長
�
佐
々
木
健
五

・
北
九
州
市
議
会
議
長
）
が
開
か
れ
、

地
方
分
権
改
革
の
推
進
に
向
け
、

評
議
員
会
で
決
議
を
採
択
す
る
よ

う
求
め
て
い
た
�
４
面
掲
載
。

ま
た
、
会
議
で
は
総
務
相
の
代

理
と
し
て
小
川
淳
也
・
政
務
官
が

出
席
、
近
藤
昭
一
・
衆
院
総
務
委
員

長
も
出
席
し
て
祝
辞
を
述
べ
た
。

本
会
の
五
本
幸
正
会
長

（
富
山
市
議
会
議
長
）
を
は

じ
め
と
す
る
地
方
六
団
体
代

表
は
１１
月
１６
日
、
首
相
官
邸

で
開
か
れ
た
「
国
と
地
方
の

協
議
の
場
」
に
出
席
し
▽
国

と
地
方
の
協
議
の
場
の
法
制

化
▽
地
域
主
権
推
進
▽
地
方

税
財
政
―
―
な
ど
、
国
と
地

方
に
関
す
る
政
策
課
題
に
つ

い
て
意
見
交
換
し
た
。

会
議
の
冒
頭
、
あ
い
さ
つ

に
立
っ
た
鳩
山
由
紀
夫
・
総

理
は
「
国
と
地
方
、
地
域
の

あ
り
方
を
根
本
的
に
見
直
し

て
ま
い
り
た
い
」
と
述
べ
、

両
者
が
率
直
に
意
見
交
換
し

な
が
ら
、
地
域
主
権
の
実
現

を
目
指
し
て
い
く
意
向
を
示

し
た
。

意
見
交
換
で
は
五
本
会
長

か
ら
、
来
年
度
予
算
編
成
に

向
け
た
「
事
業
仕
分
け
」
の

対
象
に
地
方
交
付
税
が
該
当

し
て
い
る
こ
と
を
取
り
上
げ

「
地
方
交
付
税
は
本
来
、
地

方
の
固
有
財
源
」
「
使
途
の

あ
り
方
等
に
つ
い
て
は
、
ま

ず
国
と
地
方
の
協
議
で
議
論

す
べ
き
」
と
考
え
を
述
べ
た

う
え
で
、
交
付
税
の
増
額
な

ど
を
政
府
首
脳
へ
訴
え
た
。

議
員
年
金
に
関
す
る
諸
課
題
に

対
処
す
る
た
め
、
全
国
市
議
会
議

長
会
と
市
議
会
議
員
共
済
会
が
合

同
で
設
置
し
た
議
員
年
金
対
策
会

議
（
座
長
�
五
本
幸
正
会
長
）
の

第
４
回
会
議
が
１１
月
１１
日
、
東
京

・
全
国
都
市
会
館
で
開
か
れ
た
。

会
議
で
は
、
総
務
省
が
１１
月
２

日
に
開
催
し
た
「
第
４
回
地
方
議

会
議
員
年
金
制
度
検
討
会
」
�
本

紙
第
１
７
４
２
号
参
照
�
で
示
さ

れ
た
「
給
付
と
負
担
の
見
直
し
案

（
Ａ
案
）
」
「
同
（
Ｂ
案
）
」
や
、

仮
に
制
度
を
廃
止
す
る
こ
と
と
な

っ
た
場
合
の
考
え
方
な
ど
を
踏
ま

え
、
市
議
長
会
・
市
共
済
会
の
考

え
方
を
整
理
し
た
。

１１
日
に
ま
と
め
た
考
え
方
で

は
、
平
成
の
大
合
併
に
よ
る
年
金

財
政
の
悪
化
に
対
し
、
国
が
果
た

す
べ
き
責
務
を
定
め
た
合
併
特
例

法
に
基
づ
く
、
国
の
責
任
が
十
分

果
た
さ
れ
て
い
な
い
と
指
摘
。
し

わ
寄
せ
を
議
員
と
年
金
受
給
者
に

及
ば
せ
な
い
よ
う
求
め
て
い
る
。

（昭和３６年１２月２０日第三種郵便物認可）

第1743号１１月２５日平成21年
（2009年）

地地
方方
分分
権権
改改
革革
のの
推推
進進
なな
どど
２２００
事事
項項

本本
会会
評評
議議
員員
会会
でで
議議
決決

議
員
年
金
対
策
会
議
開
く

市
議
長
会
・
市
共
済
会
が
合
同
で

六団体代表が出席し

国と地方協議の場開催
評
議
員
会
で
あ
い
さ
つ
す
る
五
本
会
長

あ
い
さ
つ
す
る
鳩
山
総
理
、
左
か

ら
３
人
目
は
本
会
の
五
本
会
長

あ
い
さ
つ
す
る
五
本
会
長

（１） 平成２１年１１月２５日 第１７４３号



全
国
高
速
自
動
車
道
市
議
会
協

議
会
（
会
長
�
仲
道
俊
寿
・
大
分

市
議
会
議
長
）
は
１１
月
１０
日
、
東

京
・
日
本
都
市
セ
ン
タ
ー
会
館
で

理
事
会
を
開
催
し
、
平
成
２２
年
度

高
速
道
路
建
設
促
進
に
関
す
る
要

望
を
決
定
し
た
。

高
速
自
動
車
国
道
は
、
地
域
の

交
流
や
観
光
に
加
え
、
広
域
救
急

医
療
及
び
災
害
時
の
緊
急
輸
送
な

ど
に
資
す
る
極
め
て
重
要
な
社
会

基
盤
で
あ
る
と
と
も
に
、
物
流
の

迅
速
化
に
よ
っ
て
地
域
の
経
済
活

性
化
へ
大
き
な
効
果
が
見
込
め
、

地
域
間
の
格
差
是
正
の
た
め
に

も
、
一
日
も
早
い
整
備
完
了
が
待

た
れ
る
。

し
か
し
、
現
下
の
経
済
情
勢
及

び
公
共
事
業
政
策
を
取
り
巻
く
情

況
と
相
ま
っ
て
、
地
方
圏
に
お
け

る
高
速
道
路
建
設
の
更
な
る
遅
れ

が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

高
速
道
路
は
ミ
ッ
シ
ン
グ
リ
ン

ク
（
未
開
通
区
間
）
が
解
消
さ
れ

て
こ
そ
、
そ
の
効
果
を
最
大
限
に

発
揮
で
き
る
も
の
で
あ
る
た
め
、

高
速
道
路
へ
の
ア
ク
セ
ス
性
を
高

め
る
地
域
の
高
規
格
道
路
の
整
備

を
急
ぐ
こ
と
も
ま
た
喫
緊
の
課
題

と
な
っ
て
い
る
。

そ
の
た
め
要
望
で
は
▽
連
続
し

た
高
速
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
早

期
実
現
▽
救
急
車
退
出
路
並
び
に

緊
急
進
入
路
の
整
備
推
進
―
―
な

ど
を
求
め
て
い
る
。

な
お
会
議
終
了
後
、
正
副
会

長
、
監
事
、
相
談
役
は
谷
口
博
昭

・
国
土
交
通
事
務
次
官
ら
に
面
談

す
る
な
ど
要
望
運
動
を
行
っ
た
。

全
国
市
議
会
議
長
会
基
地
協
議

会
（
会
長
�
浦
日
出
男
・
佐
世
保

市
議
会
議
長
）
は
１１
月
１７
日
、
東

京
・
日
本
都
市
セ
ン
タ
ー
会
館
で

理
事
会
を
開
き
、
平
成
２２
年
度
予

算
編
成
に
向
け
た
要
望
を
決
定
。

重
点
要
望
と
し
て
▽
基
地
交
付
金

・
調
整
交
付
金
の
概
算
要
求
額
満

額
確
保
（
総
務
省
所
管
）
▽
基
地

周
辺
対
策
経
費
の
所
要
額
確
保

（
防
衛
省
所
管
）―
―
を
掲
げ
た
。

理
事
会
に
引
き
続
き
、
衆
・
参
基

地
関
係
委
員
会
委
員
と
の
要
望
懇

談
会
を
開
催
。
近
藤
昭
一
・
衆
議

院
総
務
委
員
長
ら
関
係
国
会
議
員

が
多
数
出
席
す
る
中
、
基
地
協
議

会
の
宮
武
副
会
長
、
川
崎
相
談
役

が
要
望
実
現
に
向
け
陳
述
を
行
っ

た
。
ま
た
、
懇
談
会
終
了
後
、
実
行

運
動
班
は
、
総
務
省
の
岡
本
保
・

審
議
官
や
防
衛
省
の
中
江
公
人
・

事
務
次
官
と
面
談
、
要
望
し
た
。

こ
れ
ま
で
基
地
・
調
整
両
交
付

金
は
、
基
地
所
在
に
よ
る
特
別
の

財
政
需
要
等
に
か
ん
が
み
、
３
年

ご
と
に
増
額
さ
れ
て
き
た
。
併
せ

て
、
防
衛
省
所
管
の
特
定
防
衛
施

設
周
辺
整
備
調
整
交
付
金
も
増
額

さ
れ
て
お
り
、
来
年
度
が
そ
の
増

額
の
年
に
当
た
る
た
め
、
予
算
確

保
を
強
く
要
望
し
て
い
る
。

な
お
理
事
会
で
は
、
総
務
省
の

狩
宿
和
久
・
自
治
税
務
局
固
定
資

産
税
課
長
補
佐
が
、
防
衛
省
の
�

�
行
成
・
地
方
協
力
局
地
方
協
力

企
画
課
長
が
、
２２
年
度
の
基
地
関

係
予
算
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

第
８７
回
評
議
員
会

会会
長長
提提
出出
決決
議議
事事
項項

▽
地
方
分
権
改
革
の
推
進
に
関
す

る
決
議

▽
地
方
税
財
源
の
充
実
強
化
に
関

す
る
決
議

部部
会会
提提
出出
議議
決決
事事
項項

【
地
方
行
政
】

▽
青
少
年
を
有
害
情
報
か
ら
守
る

環
境
整
備
の
強
化
（
東
海
部
会
）

▽
北
方
領
土
問
題
の
早
期
解
決
等

（
北
海
道
部
会
）

【
厚
生
・
地
域
医
療
】

▽
国
民
健
康
保
険
財
政
の
健
全
化

（
東
北
部
会
）
▽
国
民
健
康
保
険

制
度
の
改
善
（
近
畿
部
会
）
▽
医

師
の
養
成
・
確
保
対
策
（
関
東
部

会
）
▽
地
域
医
療
を
守
る
た
め
の

施
策
の
更
な
る
取
り
組
み
（
中
国

部
会
）
▽
地
域
医
療
の
充
実
確
保

（
九
州
部
会
）
▽
子
育
て
支
援
事

業
の
推
進
（
四
国
部
会
）

【
産
業
・
経
済
・
環
境
】

▽
地
球
温
暖
化
対
策
の
た
め
の
新

た
な
税
財
源
措
置
（
東
北
部
会
）

▽
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法
の
見

直
し
（
関
東
部
会
）
▽
皮
革
排
水

処
理
経
費
に
対
す
る
財
政
支
援
の

抜
本
的
改
善
（
近
畿
部
会
）
▽
中

山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
の
継

続
（
四
国
部
会
）

【
国
土
交
通
】

▽
北
海
道
新
幹
線
の
建
設
促
進

（
北
海
道
部
会
）
▽
北
陸
新
幹
線

の
建
設
促
進
（
北
信
越
部
会
）
▽

三
遠
南
信
自
動
車
道
の
整
備
促
進

及
び
国
道
の
整
備
等
（
北
信
越
部

会
）
▽
九
州
に
お
け
る
高
速
交
通

網
の
整
備
充
実
（
九
州
部
会
）
▽

生
活
航
路
の
維
持
・
確
保
（
中
国

部
会
）
▽
災
害
時
に
備
え
た
個
人

情
報
の
有
効
活
用
が
図
ら
れ
る
広

報
・
啓
発
等
の
推
進
（
東
海
部

会
）

自
民
党
主
催
の
「
総
務
部

会
、
法
務
・
自
治
関
係
団
体
委

員

会

合

同

会

議
」
が
１１
月
１８

日
、
党
本
部
で
開
催
さ
れ
た
。

会
議
の
テ
ー
マ
は
「
平
成
２２
年

度
税
制
改
正
」
。
本
会
か
ら
は
、

副
会
長
の
松
山
俊
弘
・
福
井
市

議
長
が
出
席
し
▽
消
費
税
等
の

税
源
移
譲
な
ど
に
よ
る
偏
在
性

の
少
な
い
地
方
税
体
系
の
構
築

▽
自
動
車
関
係
諸
税
廃
止
の
場

合
の
地
方
に
生
じ
る
減
収
へ
の

補
て
ん
▽
基
地
・
調
整
両
交
付

金
の
増
額
確
保
―
―
に
つ
い

て
、
稲
田
朋
美
・
法
務
・
自
治

関
係
団
体
委
員
長
、
森
山
�
・

地
方
組
織
・
議
員
局
長
ら
に
訴

え
た
の
ち
、
意
見
交
換
し
た
。

基
地
協
議
会
が
理
事
会
開
催

併
せ
て
関
係
国
会
議
員
に
要
望

高
速
道
路
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク

早
期
完
成
を

高
速
協
議
会
が
理
事
会
開
催

自民合同会議で

税制意見陳述

あ
い
さ
つ
す
る
近
藤
昭
一
・
衆
院

総
務
委
員
長
（
左
）
。
そ
の
ほ

か
衆
・
参
基
地
関
係
委
員
ら

あいさつする仲道・高速協会長（右）

意
見
を
述
べ
る
本
会
の
松
山

副
会
長
（
福
井
市
）

第１７４３号 平成２１年１１月２５日 （２）（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報
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経
済
・
生
活
苦
で
の
自
殺
者
が

年
間
７
０
０
０
人
に
達
し
、
自
己

破
産
は
１８
万
人
を
超
え
、
多
重
債

務
者
も
２
０
０
万
人
を
超
え
る
な

ど
、
深
刻
化
す
る
多
重
債
務
問
題

の
解
決
の
た
め
、
平
成
１８
年
１２
月

に
改
正
貸
金
業
法
が
成
立
し
た
。

こ
の
法
律
は
、
出
資
法
の
上
限

金
利
の
引
下
げ
、
収
入
の
３
分
の

１
を
超
え
る
過
剰
貸
付
契
約
の
禁

止
（
総
量
規
制
）
な
ど
を
含
み
、

改
正
項
目
に
よ
り
段
階
的
に
施
行

さ
れ
、
２２
年
６
月
ま
で
に
完
全
施

行
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

同
法
成
立
後
、
政
府
に
よ
り
多

重
債
務
対
策
本
部
が
設
置
さ
れ
、

改
善
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
基
づ
き
官
民

で
取
り
組
ん
だ
結
果
、
多
重
債
務

者
は
大
幅
に
減
少
し
着
実
に
成
果

を
上
げ
つ
つ
あ
る
。

一
方
、
同
法
の
貸
付
規
制
の
た

め
資
金
調
達
が
で
き
な
い
中
小
企

業
の
倒
産
な
ど
が
増
加
し
て
い
る

と
し
て
、
改
正
貸
金
業
法
の
延
期

や
貸
金
業
者
に
対
す
る
規
制
緩
和

を
求
め
る
動
き
も
出
て
い
る
。

し
か
し
、
完
全
施
行
を
実
現
し

な
け
れ
ば
多
重
債
務
被
害
を
な
く

す
と
い
う
真
の
目
的
を
達
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
た
め
、
意
見
書
で

は
▽
改
正
貸
金
業
法
の
早
期
完
全

施
行
▽
ヤ
ミ
金
金
融
の
徹
底
的
摘

発
―
―
な
ど
を
求
め
て
い
る
。

▼
議
長

▽
高
砂

生
嶋
洋
一
（
９
・
１５
）

▽
渋
川

新
井
晟
久
（
９
・
１６
）

▽
東
か
が
わ

矢
野
昭
男
（
９
・
１６
）

▽
八
代

山
本
幸
廣
（
９
・
１６
）

▽
和
光

野
口

保
（
９
・
１８
）

▽
宇
和
島

山
下
良
征
（
９
・
１８
）

▽
勝
山

村
田
與
右
ヱ
門
（
９
・
２４
）

▽
長
野

三
井
経
光
（
９
・
２４
）

▽
座
間

池
田
徳
晴
（
９
・
２４
）

▽
天
童

伊
藤
護
國
（
９
・
２５
）

▽
館
林

野
村
晴
三
（
９
・
２５
）

▼
副
議
長

▽
高
砂

近
藤
清
隆
（
９
・
１５
）

▽
八
代

田
中

茂
（
９
・
１６
）

▽
ふ
じ
み
野

有
山

茂
（
９
・
１７
）

▽
氷
見

島

久
雄
（
９
・
１８
）

▽
和
光

荻
野
比
登
美
（
９
・
１８
）

▽
宇
和
島

藥
師
寺
三
行
（
９
・
１８
）

▽
勝
山

清
水
清
蔵
（
９
・
２４
）

▽
長
野

小
林
義
直
（
９
・
２４
）

▽
座
間

稲
垣
敏
治
（
９
・
２４
）

▽
袖
ケ
浦

小
野
光
正
（
９
・
２４
）

▽
天
童

小
松
善
雄
（
９
・
２５
）

▽
館
林

河
野
哲
雄
（
９
・
２５
）

議会 前
号
に
引
き
続
き
、
本
会
が
９
月
定
例
会
を
中
心
と
し
て
取
り
ま
と
め
た
「
意
見
書
・
決
議
の
議
決
状

況
」
の
（
下
）
を
み
る
と
、
深
刻
化
し
た
多
重
債
務
問
題
の
解
決
の
た
め
、
平
成
１８
年
１２
月
に
成
立
し
た

「
改
正
貸
金
業
法
の
早
期
完
全
施
行
」
を
求
め
る
意
見
書
が
最
多
と
な
っ
た
。
ま
た
、
雇
用
情
勢
の
悪
化

を
防
ぐ
た
め
「
大
胆
で
き
め
細
か
な
雇
用
対
策
」
を
求
め
る
意
見
書
も
多
い
。

「
改
正
貸
金
業
法
の
早
期
完
全
施
行
」最
多

９９
月月
定定
例例
会会
のの

意意
見見
書書
・・
決決
議議
のの
状状
況況

（下）

議議
会会
人人
事事

意見書・決議の議決状況（下） （２１．８．１～１０．３１）

決 議
【建設・運輸・郵政・国土保全】 【 ４５】 【 ３】
○道路整備の推進 ２０ ―
○高速道路無料化見直し・反対 ５ ―
○八ツ場ダム建設事業継続と早期完成 ３ ―
○その他 １７ ３
【労働・商工】 【 １０８】 【 ０】
○改正貸金業法の早期完全施行など ４０ ―
○大胆できめ細かな雇用対策 ３７ ―
○協同労働の協同組合法（仮称）の速やかな制定 ６ ―
○公共工事における建設技能労働者の適正な賃 ５ ―
金・労働条件の確保
○季節労働者対策の強化 ４ ―
○中小・自営業者の自家労働を必要経費と ３ ―
認める
○雇用促進住宅の存続 ２ ―
○その他 １１ ０
【警察・防災・消防】 【 １５】 【 ４】
○取り調べの可視化 ８ ―
○豪雨災害に関する復興支援拡充 ２ ２
○その他 ５ ２
【外交・防衛・国際関係】 【 ６２】 【 ６】
○核兵器廃絶 ３３ ４
○基地対策予算の増額など ６ ―
○核密約の公表と「非核三原則」の実施 ５ ―
○女性差別撤廃条約選択議定書の批准 ４ ―
○非核日本宣言 ４ ―
○日本軍「慰安婦」問題に対する国の誠実な対応 ３ ―
○その他 ７ ２
【社会・くらし】 【 ７２】 【 ０】
○現行保育制度の堅持・拡充など １２ ―
○生活保護の「母子加算」復活 １０ ―
○経済危機対策の着実な実行 ７ ―
○都市再生機構賃貸住宅への定期借家契約導入 ４ ―
見直し
○障害者自立支援法の見直しなど ４ ―
○新要介護認定制度の改善・見直しなど ４ ―
○Google マップ「ストリートビュー」に関する ３ ―
規制及び法整備
○自主的な共済制度の保険業法適用除外を求め ３ ―
る
○介護型療養病床廃止を中止 ３ ―
○父子家庭が母子家庭同様に支援を受けられる ２ ―
よう求める
○誰もが安心して利用できる介護保険制度 ２ ―
○その他 １８ ０
【その他】 【 ０】 【 １６】
【合 計】 【 ３０２】 【 ２９】
【総合計】 【 ８７９】 【 ３８】

意見書件 名

（３） 平成２１年１１月２５日 第１７４３号（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報
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本
会
（
会
長
�
五
本
幸
正
・
富

山
市
議
会
議
長
）
は
、
今
年
度
初

と
な
る
国
会
対
策
委
員
会
を
１１
月

１２
日
、
東
京
・
全
国
都
市
会
館
で

開
き
、
潮
田
智
信
・
川
崎
市
議
長

を
委
員
長
に
選
出
し
た
。
ま
た
、

副
委
員
長
に
は
松
坂
喜
史
・
釜
石

市
議
長
、
福
井
章
司
・
佐
賀
市
議

長
を
選
出
し
、
委
員
会
と
し
て
の

活
動
を
始
動
し
た
。

国
対
委
の
所
管
事
項
は
、
総
会

や
評
議
員
会
、
理
事
会
の
ほ
か
、

地
方
行
政
な
ど
他
の
委
員
会
で
、

そ
れ
ぞ
れ
決
定
さ
れ
た
要
望
事
項

の
実
現
促
進
を
図
る
こ
と
。
こ
の

た
め
委
員
に
つ
い
て
は
、
各
地
方

部
会
推
薦
に
よ
る
９
人
の
委
員
に

加
え
、
政
府
・
与
党
の
要
職
に
あ

る
者
と
関
わ
り
の
深
い
議
長
に
対

し
、
会
長
が
委
嘱
し
て
い
る
。

平
成
２１
年
度
の
メ
ン
バ
ー
は
▽

川
崎
▽
佐
賀
▽
旭
川
▽
室
蘭
▽
釜

石
▽
妙
高
▽
小
金
井
▽
相
模
原
▽

佐
野
▽
沼
津
▽
多
治
見
▽
枚
方
▽

大
東
▽
京
都
▽
大
津
▽
鳥
取
▽
徳

島
▽
坂
出
▽
田
川
―
―
の
議
長
。

本
会
を
は
じ
め
と
し
た
地
方
六
団
体
が

立
ち
上
げ
て
い
る
地
方
自
治
確
立
対
策
協

議
会
は
１１
月
１７
日
、
東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ

ム
で
地
方
分
権
推
進
全
国
会
議
を
開
催
し

た
。
同
会
議
の
テ
ー
マ
は
「
地
域
主
権
の

確
立
と
地
方
の
自
立
・
再
生
」
。

当
日
は
、
全
国
各
地
か
ら
集
結
し
た
１

５
０
０
人
に
も
及
ぶ
自
治
体
関
係
者
が
見

守
る
な
か
、
来
賓
と
し
て
招
い
た
原
口
一

博
・
総
務
大
臣
に
対
し
、
六
団
体
代
表
が

意
見
を
表
明
。
▽
地
方
税
財
源
の
充
実
▽

国
と
地
方
の
協
議
の
場
▽
平
成
２３
年
か
ら

導
入
予
定
の
一
括
交
付
金
▽
子
ど
も
手
当

▽
中
央
集
権
型
で
な
い
政
治
―
―
な
ど
に

つ
い
て
、
総
務
相
の
見
解
を
尋
ね
た
。

総
務
相
か
ら
は
「
地
方
と
国
は
対
等
な

パ
ー
ト
ナ
ー
」
「
理
屈
の
合
わ
な
い
負
担

金
に
つ
い
て
は
見
直
し
を
行
う
」
な
ど
の

言
葉
と
と
も
に
、
地
方
財
政
の
充
実
を
図

る
た
め
、
１
兆
円
を
超
え
る
規
模
の
地
方

交
付
税
の
積
み
増
し
に
意
欲
を
示
し
た
。

ま
た
、
鳩
山
由
紀
夫
・
内
閣
総
理
大
臣

か
ら
「
『
地
域
主
権
』
は
本
政
権
の
１
丁

目
１
番
地
」
「
国
の
縛
り
を
で
き
る
限
り

少
な
く
し
て
、
自
主
財
源
の
充
実
強
化
、

国
と
地
方
の
協
議
の
場
の
早
急
な
整
備
に

努
め
て
ま
い
り
た
い
」
と
す
る
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
寄
せ
ら
れ
た
。

全
国
会
議
で
は
、
締
め
括
り
と
し
て
本

会
の
五
本
幸
正
・
会
長
提
案
に
よ
る
ア
ピ

ー
ル
文
を
満
場
一
致
で
採
択
。
ア
ピ
ー
ル

文
で
は
、
国
と
地
方
の
役
割
の
抜
本
的
見

直
し
、
地
方
へ
の
大
胆
な
権
限
移
譲
、
義

務
付
け
・
枠
付
け
の
見
直
し
な
ど
を
通
じ

た
自
治
立
法
権
・
自
治
行
政
権
の
確
立
に

向
け
、
全
力
を
注
ぎ
込
ん
で
い
く
気
概
を

示
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
地
方
交
付
税
の
復
元
・
増

額
、
税
源
移
譲
・
地
方
消
費
税
の
充
実
・

地
方
環
境
税
の
創
設
な
ど
、
地
方
税
財
政

基
盤
の
強
化
を
通
じ
た
自
治
財
政
権
の
確

立
の
実
現
に
向
け
、
国
民
・
住
民
の
理
解

と
協
力
を
求
め
て
い
く
姿
勢
を
示
し
た
。

１１
月
１１
日
、
本
会
の
地
方
分
権

改
革
・
道
州
制
調
査
特
別
委
員
会

（
委
員
長
�
佐
々
木
健
五
・
北
九

州
市
議
会
議
長
）
が
東
京
・
日
本
都

市
セ
ン
タ
ー
会
館
で
開
か
れ
、
地

方
分
権
改
革
の
推
進
に
関
す
る
本

会
の
対
応
に
つ
い
て
協
議
し
た
。

地
方
分
権
改
革
を
巡
っ
て
は
、

１１
月
９
日
に
政
府
の
地
方
分
権
改

革
推
進
委
員
会
が
、
「
地
方
税
財

政
」
を
中
心
と
す
る
第
４
次
勧
告

を
取
り
ま
と
め
た
ば
か
り
。
分
権

委
で
は
、
平
成
１９
年
４
月
の
発
足

以
来
、
２
年
半
余
り
に
わ
た
り

「
地
方
政
府
」
の
確
立
に
向
け
、

勧
告
を
実
施
し
て
き
た
。

４
次
に
及
ぶ
勧
告
を
受
け
政
府

は
、
地
方
分
権
改
革
推
進
法
が
定

め
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
基
づ
き
、

年
内
に
も
「
地
方
分
権
改
革
推
進

計
画
」
を
策
定
し
た
う
え
で
、
来

年
の
通
常
国
会
へ
「
新
地
方
分
権

一
括
法
（
仮
称
）
」
を
提
出
す
る

こ
と
と
な
る
。

本
会
と
し
て
も
改
革
の
実
現
に

向
け
、
政
府
に
対
し
積
極
的
に
働

き
掛
け
て
い
く
べ
き
と
こ
ろ
。
住

民
に
身
近
な
自
治
体
が
地
域
の
声

を
聞
き
、
行
政
へ
反
映
さ
せ
て
い

く
社
会
を
実
現
さ
せ
た
い
。
そ
こ

で
本
会
の
特
別
委
で
は
、
第
８７
回

評
議
員
会
で
決
議
を
採
択
す
る
よ

う
求
め
る
こ
と
と
し
た
。

国
会
対
策
委
員
会
が
始
動

委
員
長
に
潮
田
・
川
崎
市
議
長
選
任

地
域
主
権
の
確
立
と
地
方
の
自
立
・
再
生

六
団
体
が
全
国
会
議
を
開
催

分権道州特別委が評議員会で

決議の採択求める
あ
い
さ
つ
す
る
佐
々
木
委
員
長
（
北
九
州
市
）

就任あいさつする潮田委員長（川崎市）

ア
ピ
ー
ル
文
の
提
案
説
明
を
行
う
本
会
の
五
本
会
長
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